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2002年4月から2006年3月まで栃木県西那須野にある
アジア学院で校長を務めた（２００２年度入学式の後で）



ブータンから初めてのアジア学院研修生；
Mr. Rajan Rai (2005)



2014年3月ブータンで開かれた国際有機農業連盟（IFOAM)の国際会議に
参加したところ、アジア学院ただ一人のブータン人卒業生Rajan Rai氏

（２００５年卒）が参加者を有機農業の実験農場長として案内してくれた。



この国際会議でブータンのYeshey Dorji農業大臣が、ブータン
は2020年までに農業生産を１００％有機農業で行うことを目指

しているが、まだ大量の除草剤を使用していると講演



殺虫剤の使用は止めたが、除草剤の使用量が近年急増している！



ブータンの田植えの時期には、田植えをしている横で、
除草剤を撒いているのが目撃される



撒いているのは
「ブタクロール」
という除草剤で

あった!



除草剤 Butachlor の化学構造
この除草剤は、分子の中に炭素-塩素(C-Cl) 

結合を持っており、水田中の生態系を破壊する



民間稲作研究所が除草剤を一切使わない水田の
雑草コントロールの方法を実践していると発言

その前年2013年の夏に、民間稲作研究所で、
日・中・韓共同の有機稲作国際会議が開催され
たときに稲葉さん、舘野さんから、田植え前の
代掻きを適切に行うことにより、除草剤を一切
使わずに水田の雑草をコントロールすることが
可能であることを教えられ、実際に、稗などの
厄介な雑草がほとんど生えていない舘野さん
の水田を目の当たりにして、深い感銘を受けた



ブータンの農業大臣からの依頼

Yeshey Dorji 農業大臣に、栃木県の民間稲作研究所

の稲葉さんや舘野さんたちが、すでに除草剤を一切使
わない水田の雑草コントロールの方法を確立している
ことを話したところ、非常に強い関心を示され、「稲葉
さんたちをブータンに連れてきてほしい！」との強い要
請を受けた。

帰国後、稲葉さんにその要請を伝えたところ

稲葉さんは、この要請に応えようと決意され、ブータン
の水田に生えている雑草の調査のため、２０１５年６月
１日から６日までのブータン訪問を一緒に行なった！



２０１５年６月１日～６日/２０１６年３月２３日~２７日
民間稲作研究所の稲葉光國氏と共に、ブータン王国を訪問



ブータン王国でお会いした方々
With Hearty Thanks!

• 農林大臣
H.E. Mr. Yeshey Dorji

. 農業生産局長 （DoA, MoA）

Mr. Ganesh B. Chettri

• 有機農業課長
Coordinator; Ms. Kesang Tshomo

• 博士, 稲作専門Rice Specialist

Mr. Mahesh Ghimiray

• Specialist III, RNR RDC

（水田の雑草ヒルムシロの球根採取）

Mr. Tirtha Katwal

・ 稲作栽培試験場； Mr. PL Giri

・ Sr. Agriculture Officer, NOP, DoA

Mr. Norden Lepcha

・ JICA派遣職員 Expert 

大石（Mr. Ohishi）原（ Mr. Hara）

ＪＩＣＡ職員；塩見正裕氏（２０１６）



宿根性雑草 オモダカ 学名：Sagittaria trifolia 英名 Arrowhead ヒルムシロ

クログワイ 学名：Eleocharis kuroguwai 英名 Water chestnut.

深水管理やコメヌカ散布などでは防除できない宿根性の雑草です。球根が１０～１５センチの
深さ（耕盤の上）の土の中にあり、年間を通してあまり乾燥しない水田で増殖します。秋にプラウ
耕を行い、冬に乾燥させると２～３年でなくなります。早く防除したい場合には、１回目の代かきで
球根を移動させ、湛水して発芽してきたら２回目の代かきで浮かして除去します。根が付かない
ように代かき後は５ｃｍの水位を保つのがポイント。

クログワイ

オモダカ

１回目の代かきで球根が表面に移動する。発芽
を確認して、2回目代かきを行い除去する

ヒルムシロ
学名：Potamogeton distinctus
英名：Bog pondweed

ブータン水田の雑草； ヒルムシロ（Bog pondweed）
ブータンでは「ショーチュム」と呼ばれ、最大の課題！



抑草技術 を成功させるために
ハンドトラクターに代かきロータを取り付け、田植前30日に第1回の代かきを行い

、ヒルムシロが発芽したら水を多く入れて代かきし、浮かして除去する



201６年から「除草剤を一切使わない水田の雑
草コントロール」のブータンへの技術協力

幸いなことに、ＪＩＣＡが民間草の根支援というこ
とで、ブータンでのプロジェクトを３年間支援して
くれることになり、2016年10月に首都ティンプー
で調印式が行われて、プロジェクトが始まった。

ブータン農業省の実験農場に「実験水田」を設
定、民間稲作研究所で開発した、除草剤不使用
の雑草コントロールの方法を実験的に試してみ
ることが行われた。ブータンは、コメの自給率が
５０％のため、コメの増収を目的として、大豆の
栽培と肥料として活用の試みも行なった。



ブータンの首都ティンプーでの調印式



ブータンの棚田



田植え期のブータンの棚田



刈り入れ時のブータンの田んぼ



ブータン農業省職員のアジア学院と
民間稲作研究所での研修

ブータン農業省の稲作担当者に、除草剤不使
用の雑草のコントロールに関する有機稲作の
研修を行うと共に、アジア学院の2016年度研
修生として、 ブータンの農業省から、2名の若
手職員を農業大臣に推薦してもらい、４月から
１２月迄の研修を行った。１２月10日に卒業式

があり、この二人の職員は、ブータンに帰国し
て、除草剤を一切使わない有機稲作の実践を
広める活動を精力的に展開している。



アジア学院2016年度
ブータン農業省からの研修生



2016年12月10日ブータンの
カルマ・チュキさん、サンゲイ・ワンディ氏

アジア学院卒業



ブータンに帰国後、インド国境近くのチランで活動する
Carma Chuki さんを訪問（左から三人目）



ブータン有機稲作プロジェクトでの活動；
水田の一番高い所に、まず池を作る



次に代掻きにより雑草を除去する
（ Paro の有機農家の水田にて）



雑草を除去した後の田んぼに
田植えをする



PAROの有機農家の圃場にて
稲葉さんとブータン側の協力者たち



Thimphuの圃場は王宮のすぐ上にある



日本から来た「助っ人」たちによる代掻き



BAJOの農業省の試験場



Bajo の水田の半分は田植え機を使い、あと半分はブータンと
日本の協力者それぞれ１０名、合計２０名が一緒に手で植えた



代掻きをして田植え後に生えてきた雑草たち
それでも、例年よりはずっと少ないとのこと！



ブータンのプロジェクト一年目を終えて
豊かな実りを共に喜んだ！



2018年６月のブータン訪問には、民主党政権
で農林大臣をされた山田正彦氏も参加された。



Chimipang Royal Project Farm で、山田元農林大臣を含む
日本からのVolunteer とブータン農業省有機農業推進室の人た
ちが共同で、日本とブータンの大豆を植えた。この大豆は、油を
搾った後、有機肥料として用いられ、現在５０％のコメの自給率

を増加させるのに役立てる予定！



稲葉さんの「見果てぬ夢」を実現するために、
ブータン人自身による有機稲作が始まっている!



ブータンの王立大学に有機農業の学科創設
2019年7月に挙行された入学式に私たちも参加！



イスラム教徒、キリスト教徒、仏教徒などが、宗教、
人種の違いを超えて共に生きる、飢えのない平和な
世界を回復するために国際協力の輪を広げよう！


